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や
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◆
そ
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な
大
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持
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の
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る
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に
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投
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を
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け
て
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ま
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者
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の
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か
さ
を
改
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も
ら
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思
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限
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秘
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る
と
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た
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字
ほ
ど
の
投
書
に
ア
ル
フ
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ベ
ッ
ト
の
Ｋ
で
始
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が
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い
の
に
も
ア
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ッ
。
経

験
、
過
酷
、
健
康
管
理
、
家

族
、
環

境
、
貴

重
、
感

謝
…
。
暗
い
ニ
ュ
１
ス
が
多

い
時
代
、
元
気
を
も
ら
う
キ

１
ワ
１
ド
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
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 今月は、あいあいスポーツクラブたらぎの、「シルバーとキッズのエ

アロビクス教室」におじゃましました。現在教室（指導者、田崎一美先

生）にはシルバー１９名、キッズ１１名の方が練習に励んでおられます。 

 シルバーリーダーの池崎行子さんは「何事にも前向きにチャレンジ

し、心身ともに健康で、いつまでも仲良く楽しく踊ることを目標に、月２

回のレッスンに励んでいます。昨年１１月にパークドームで開催された、

生涯スポーツミーティングにキッズと一緒に参加し、マイケルジャクソン

の”ビート イット”をおもいっきり踊ってきました」と良い思い出を話

しておられました。又、キッズの坂口まいさんは「体を動かす事が大好

きで、エアロの他にも、陸上とバトミントンも頑張っています。もちろん

勉強も」と明るく元気に話してくれました。 

（シルバーとキッズのエアロビクス教室の皆さん） 

 この時期よく目にする

雛飾り。多良木町でも

交流館石倉をメイン会場

にし、華やかな雰囲気

を、至るところで味わう

ことができます。同会場

は、笑美寿のびる会

（代表：丸目累子さ

ん、宮本美津子さん、

弥永朝子さん、五十音順）のメンバーを中心に企画・運営されている

もので、同会が発足する以前から始まり、今年で７回目となります。今

回も約２０００体の雛人形に加え、１０本の吊るし雛などを展示してあり、

見応え十分な内容になっています。また、２月２７日（土）１０時～には

「多良木町ひな祭りイベント」が開催されます。町内の園児達の各種

発表や、おにぎり、豚汁などの販売なども予定されています。弥永代

表は「地域振興、商店街の活性化を目指して行っていますが、子供達

が学んだことと、私達の活動を一緒に披露できることが何よりうれしい

です。是非ご来場ください」。 

 尚、同会場の展示期間は、３月１５日（月）まで。 

 平成２１年度の城

南地区少年剣道大会

が行われ、中学生

女子団体の部で、多

良木中学校女子剣道

部（栗田和幸監督）が見事優勝しました。キャプテンの福屋瑠加さん

は「始めの方は、ピンチもあったけど、皆の協力で今回の城南大会で

優勝できたことを、大変嬉しく思います。これからある、中体連やその

他の大会でも、良い成績が残せるように頑張っていきたいです」と喜び

と、これからの目標を話してくれました。  （写真：左から栗田和幸

監督、曽宮瑛香さん、荒木香織さん、福屋瑠加さん） 

 多良木町のむつみ保育園

に、”劇団風の子  九 州”

（責任者：伏貫裕二さん、他２

名）が来園し、「どんぶらこっ

こ どんどこ亭」の演目を披露

し、園児達はその世界に引き込

まれていきました。アジアの色

んな遊びや、”フィーフィー”

という中国の風車付き楽器を鳴

らすのに挑戦。最後は「きつね

のホイティ」を観劇し、楽しい時間を過ごしました。ばら組の森下零弥く

んは「ゲームもおもしろかったけど、きつねのホイティが一番おもしろ

かった」と、興奮冷めやらぬ表情で語ってくれました。劇団風の子は主

に、全国の小学校や幼・保育園を年中訪問して

まわっておられるそうで、同園にも９回目の訪

問。技物の稽古が難しいけど、子供達と芝居し

ながら関わっている時が楽しいそうで、「子供

達が伸び伸びと生きていける世の中になっても

らえれば」と伏貫さんは話されていました。 
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 ２月３日（節分の日）に、第一保

育所で、豆まきが行われました。

最初は、豆まきの由来の話を、黒

木綾子先生がされました。その後

に、豆まきの歌をみんなで歌い、

内村早苗先生による「おふくとお

に」の紙芝居を楽しみました。豆

まきは、赤おにと青おにの

登場から始まり、怖がって

泣いて先生から離れない子

や、中には、勇敢に、おに

と戦おうとする子供などもい

て、大変盛り上がりまし

た。きく組のおだ まひろ

ちゃん（６才）は、「おに

は、怖かったけど、泣かず

に豆まきができ楽しかっ

た。お家に帰っても、やりたいです」と嬉しそうに答えてくれました。豆

まきが終わってピーナッツを、みんなでおいしく食べました。 

 小学部の子どもたちは、毎年この時期に、交流校の友達や保護者の

方に発表することを楽しみに影絵に取り組んでいます。 

 ５ｍ×３ｍの大きなスクリーンに映し

出される人形や動物たち、光と影、色

とりどりの背景が重なり合って、不思

議で楽しい雰囲気をかもし出していま

す。今年は、「４つのおくりもの～プ

レゼント フォーユー～」というお話

です。子どもたちの好きな歌や動き、

台詞などを取り入れながら、「笑顔・

夢・勇気・友達」をテーマに人形や

背景を操作していきます。自分なりに

動きを工夫したり、友達の分まで台詞

を覚えたりしながら本番に向けて頑張

りました。２月２０日（土）１０時から本

校体育館で発表会を行いました。 

（原稿・写真：球磨養護学校提供） 

多良木町多良木 

父：那須 謙三さん 母：那須 理花さん 

長男：倫乃介
りんのす け

くん 9歳  次男：敬志郎
け い し ろ う

くん 7歳 

三男：遼太郎
りょうたろう

くん ２歳 

コメント：那須家の雰囲気を賑やかにする、仲良し３人兄弟 

     です。３人共剣道をやっているので、剣道を通し 

     て元気に、逞しく育って欲しいです。 

 多良木町地域婦人部黒肥地（本田ツル子

会長）の支部長さんが、古新聞を使ったエコ

バック作製に挑戦しました。熊日多良木販売

店の小出社長を講師に、 

約２時間かけて作りあげました。途中で作り

方が分からなくなり、悪戦苦闘される場面も

ありましたが、最後は全員が

見事に作り上げました。会長

の本田さんは「古新聞でもこ

れだけの物が出来る。先日

行った町のチャリティーショー

の踊りを何回も練習したよう

に、エコバック作りも何回も練

習して、支部の部員の皆さん

にも教えて広めていきたい」

と話しておられました。 

 多良木中学校２年生は２月２日に立

志式を行いました。式に先立ち保護

者からの記念碑の除幕式があり、代

表で針馬充則学年委員長が学校に贈

呈しました。除幕した瞬間生徒から

は「ウォー」と言う歓声が上がりまし

た。その後式に移り、校長先生の挨

拶そして針馬学年委員長より「子ども

から一人前の大人へと成長していく段

階において、精神的にも身体的にも

大きな変化を迎える時期であると共に、社会の約束事を守り、自分の責

任を果たすことを要求されるようになるので、その事を自覚して下さい」

と挨拶されました。その後、各クラス代表がこれからの目標を発表しま

した。城本さくらさんは「おじいちゃんが亡くなった後に介護福祉士にな

りたい」と決意し、吉田夏起君は「得意な柔道を活かし、オリンピック

に出場したい」そして、藤本真規さんは「人吉高校に進学して、公務員

になりたい」と発表しました。また、多良木高校の斉藤健二郎校長より

「夢を追い求める君たちへ」と題して講演がありました。 

 岡原中学校２年生（一鬼隆

浩担任）で２月６日立志式が

ありました。「成長の節目とし

ての儀式をするとともに、育て

ていただいた保護者に感謝す

る場を設け、大人としての自

覚を持たせ、自分自身の進路

を考えさせる」を目的に松岡

明美学年委員長を中心に計画

され、式と黒原山登山の２部

構成で実施されました。式の

感想を鍬卓巳君は「展望台で自分で作った精進弁当（不安定な形のおにぎり入り）

を美味しく食べた。これからは、登山した事を誇りに持ち、簡単に諦めないようにし

て、忍耐力を高めて、自分の行動に誇りを持てるようにします」又、山崎晴香さんは

「黒原山の頂上では、展望台よりも綺麗な景色を見る事ができた。これからはきち

んと感謝の気持ちを伝え、迷惑を掛けないようにしたい。この立志式、黒原山登山を

経験したことで新たな決意ができたので、質実剛健な人間になれるように、少しずつ

変わっていきます」と新たな目標を立てたようです。 


